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初任者研修２年次 

授業力向上支援センターより 

教員免許状更新講習 

「教育センター講演
会」は、どなたでも参
加していただける講
演会です。毎年、８月
にいろいろな分野で
活躍されている講師
を招き講演会を開催
しています。 

ふるってご参加く
ださい。 

教育センター講演会のお知らせ 

参加申込みは 
こちらから 
（担当：福田） 

早稲田大学 人間科学学術院 人間科学部 教授 
専門：教育実践学、教育工学、教育心理学 
１９８２年大阪大学人間科学部人間科学科卒業 
１９８５年大阪大学大学院人間学研究科博士 
後期課程教育学専攻退学 
大阪大学人間科学部助手、国立教育研究所研究員 
神戸大学発達科学部附属人間科学研究センター 
助教授を経て、２００２年４月から現職 
（早稲田大学 HP より） 

教 育 セ ン タ ー で は 、 福 岡 市 立 学 校 に 勤 務 す る
先 生 方 を 対 象 に、 平 成 ２５ 年 か ら 教 員 免 許 状 更
新 講 習 及 び認 定 試 験 を行 っています。 

今 年 度 から、多 くの 講 習 を オ ンデマンド型 配 信
に 切 り 替 え 、 認 定 試 験 の み を 集 合 対 面 で 行 う 形
態 に変 更 しています。第 1 回 目 は、緊 急 事 態 宣 言
下 の開 催 でしたが、皆 様 の感 染 症 対 策 等 への御
理 解 ・ 御 協 力 の お か げ で 、 無 事 終 え る こ と がで き
ました。引 き続 き、安 全 に十 分 配 慮 して運 営 してま
いります。 

7 月 1 日 （木 ）と 2 日 （金 ）に初 任 者 研 修 2
年 次 の「自 己 課 題 研 究 ①（課 題 検 討 会 ）」を教
育 センターにて行 いました。 

それぞれが作 成 し た自 己 課 題 研 究 計 画 書 を
もと にグループでの 協 議 を 行 いました。多 くの 2
年 次 教 諭 がグループの 中 で活 発 に意 見 交 換 す
る姿 が見 られ、意 欲 的 な態 度 で研 修 に臨 んでい
ま し た 。 協 議 か ら 得 た意 見 や 、そ れ ぞ れの グル ー
プの講 師 の助 言 を 踏 まえ、もう一 度 計 画 書 を 見
直 し今 後 の実 践 につなげていきます。 

次 回 の グループ研 修 は、自 己 課 題 研 究 報 告
書 にまとめたものを持 ち寄 り、11 月 ２４日 （水 ）・
２５日 （木 ）に実 施 する予 定 です。 

梅 雨 も明 け、いよいよ本 格 的 な 夏 の到 来 を感 じる時 期 となりましたが、 先 日 、７月 １１日 （日 ）に令 和 ４年 度
の教 員 採 用 試 験 （第 １次 ）を実 施 いたしました。 運 営 のため会 場 に 行 ってきましたが、 受 験 生 の真 剣 な 姿 に、
良 い緊 張 感 をもらうことができました。 

今 年 の 志 願 状 況 ですが 、 倍 率 は２.９倍 で、 昨 年 の３.２倍 から さらに 減 少 しています。 全 国 的 な 傾 向 とはい
え、 働 き 方 改 革 をはじめ 、 教 員 の 魅 力 、 や りが い の発 信 な どに 取 り 組 み、 歯 止 めを かけね ばと 思 っ てい ます。 ま
た、試 験 を突 破 できた新 採 教 員 は、将 来 を担 う貴 重 な 存 在 ですから、みんなで大 切 に育 てていく必 要 があり、
教 育 センターも、いっそう尽 力 せねばと感 じた次 第 です。 

いよいよ１学 期 が 終 わり 、 夏 休 みに 入 ります。 部 活 動 でこれか らが本 番 という方 も おられる でしょ うが、 最 近
の夏 は猛 暑 が続 いていますので、みなさま、健 康 には十 分 留 意 して、有 意 義 な夏 休 みになるよう、心 よりお祈 り
申 し上 げます。 


